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１．調査概要
• 調査目的

本調査は、練馬区における看取り死（死亡診断書が発行された死
亡）の状況を分析することで、在宅療養環境整備の進捗状況を把握し、
施策に活かすことを目的とする。

• 調査方法
厚生労働省が実施する人口動態調査の死亡票を区独自に集計・分析

した。

• 調査期間・対象
令和3年1月1日～令和3年12月31日に死亡した練馬区民を対象にした。

また令和2年以前分については過年度の分析結果を用いた。

1



２-１．練馬区の死亡者数：死亡分類別の経年変化（実数）

※1 看取り死：病死・自然死のうち医師（監察医・嘱託医以外）が死亡診断書を発行したもの。
※2 異状死 ：看取り死以外の病死・自然死のほか、交通事故等での死のうち、監察医・嘱託医が死体検案書を発行したもの。

（23区内の東京都監察医務院で検案・解剖する不自然死）

✓ 令和3年の練馬区の死亡者数は、平成24年以降で最多となる6,593人だった。
✓ 看取り死※1は過去最多となった一方、異状死※2はやや減少した。

（人）
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548
458 468 466 468

554 578 598 645
616

318
350 363 345

355
336 388 366

400
422

平成27年

②異状死（病死・自然死）
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5,999
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③異状死（病死・自然死以外）
；年平均成長率 +3%
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5,427

6,114

5,585 5,505 5,585
5,735

6,192
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令和3年

6,593

①看取り死
：年平均成長率 +2%



✓ 看取り死※1と異状死※2の割合に、経年での大きな変化は認められない。
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84% 86% 85% 85% 86% 85% 84% 84% 84% 84%
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平成30年平成24年 平成27年平成25年 平成26年 平成28年 令和元年平成29年

③異状死（病死・自然死以外）

令和2年 令和3年

①看取り死

②異状死（病死・自然死）

※1 看取り死：病死・自然死のうち医師（監察医・嘱託医以外）が死亡診断書を発行したもの。
※2 異状死 ：看取り死以外の病死・自然死のほか、交通事故等での死のうち、監察医・嘱託医が死体検案書を発行したもの。

（23区内の東京都監察医務院で検案・解剖する不自然死）

２-２．練馬区の死亡者数：死亡分類別の経年変化（割合）



「④老人ホーム」は、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホームを含む
「⑥その他（空白を含む）」は、空白のほか、障害者支援施設、警察署、屋外施設などを含む

（人）

✓ 令和3年の看取り死数は、平成24年以降で最多となる5,555人だった。
✓ 自宅が1,066人と令和2年から234人(28.1%)増加し、平成24年からの年平均成長率(+11%)と比較して

顕著に伸長した。

3,705 3,787 3,691 3,737 3,715 3,896 3,803 3,735 3,593 3,540

419 456
427 480 562

549 619 664 832 1,066
263

346
356 397 469

474 540 618 677
749

29
46

58
43

58
64 63 102

117

30
33

31
30

22
24 14 24 47 26

115

平成24年

109

平成25年

111

平成26年

87

平成27年

86

平成28年

102

平成29年 令和元年

74

116

85

令和2年

57

平成30年

109

令和3年

4,561
4,777

4,674
4,774

4,912
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*1)令和2年→令和3年の増減率
*2)平成24年→令和3年の年平均成長率

－53人
(－1.5％*1)

＋234人
(＋28.1％ *1)

３-１．練馬区の看取り死の状況：死亡場所別の経年変化（実数）

＋72人
(＋10.6％*1)



「④老人ホーム」は、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホームを含む
「⑥その他（空白を含む）」は、空白のほか、障害者支援施設、警察署、屋外施設などを含む

✓ 病院および診療所での看取り割合は、平成24年以降で最低となる65％だった。
✓ 自宅が過去最高の19%となり、令和元年以降、年3%の増加を示している。
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３-２．練馬区の看取り死の状況：死亡場所別の経年変化（割合）



（人）
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⑧その他の都道府県
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⑤その他の特別区 +21%*2

④北区

③豊島区

②板橋区 +21%*2

①練馬区 +10%*2

✓ 令和3年は、練馬区の医療機関による在宅看取りが172人(+34％)増加し、平成24年からの年平均成長率
(+10%)と比較して顕著に伸長した。

✓ 板橋区、その他の特別区も、過去最多の在宅看取り数となった。

４-１．在宅看取りの状況：医療機関所在地別の経年変化（実数）

*1)令和2年→令和3年の増減率
*2)平成24年→令和3年の年平均成長率

＋172人
(＋34％ *1)
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(＋9％ *1)
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✓ 区内の医療機関によって看取られた割合は平成27年の74％をピークに減少傾向にあったが、
令和3年は増加に転じている。

✓ 区外では板橋区、新宿区の占める割合が大きい。

• 新宿区 8%
• 中野区 2%
• 杉並区 2%

４-２．在宅看取りの状況：医療機関所在地別の経年変化（割合）



✓ 令和3年は、年間看取り件数が10件以下の医療機関の割合が過去最低の24％となり、平成24年
以降、看取り件数の規模の大きい医療機関での看取りの割合が増えている。
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５．医療機関の年間在宅看取り件数区分別の看取り件数と割合



６-１．将来推計方法の変更
✓ 医療機関および在宅・施設での看取りの傾向の変化にもとづき、将来推計方法を変更した。

「異状死」、「その他の場所での死亡」は、一定の頻度で発生すると仮定。
「異状死」は直近３年の全死亡者数に対する割合、「その他の場所での死亡」は直近３年の
全看取り死に対する割合の平均を用いた。

在宅・施設での死亡者総数

異状死

看
取
り
死

「その他の場所」での死亡

「医療機関」での死亡

「在宅・施設（老人ホーム、特養、
老健））」での死亡

将
来
の
死
亡
者
数

変更なし

【令和２年調査まで】
直近の実績値から一定と仮定

【令和３年調査から】
医療機関での死亡者は減少傾向にあることから、直近の実績値を基準に「医療機関看取り」

と「施設・自宅看取りの比率が５年ごとに５％ずつ減少すると仮定

変更あり

変更なし

変更あり 在宅・施設での各死亡者数

【令和２年調査まで】
直近３年の在宅と施設の看取りの比率の平均値で推移すると仮定

【令和３年調査から】
令和２年より在宅看取りが施設看取りを上回るようになったことから、最新動向を推計に反映
させるため、在宅と施設の看取りの比率が直近の実績値で推移すると仮定

総死亡者数から以下の全領域の推計値を引いて算出



６-２．将来の在宅・施設看取り数の推計
✓ 在宅と施設の看取りの比率が令和3年（2021年）の実績値で推移すると仮定した場合、令和7年

以降、死亡者数が一度目のピークを迎える令和17年（2035年）には在宅看取り1,209人、施設看
取り983人になるものと推計される。

10出所：死亡分析結果、国立社会保障・人口問題研究所の生残率・練馬区人口ビジョンの将来人口推計を元に推計
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【参考】死亡場所別の看取り死数

✓ 令和3年の死亡場所別の死因をみると、自宅では、悪性新生物が49％で最多となっている。
✓ この割合は、令和元年と同じである。
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4%

4%

7%
3%

7%

8%
1%

1%

4% 1%

1%

4%

18%

4% 5%
12%13%

17%

5%

③自宅
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コロナ前 コロナ後
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+5% +21%↗

+10% +4%↘

+10% ±0%↘

【参考】コロナ禍における看取り場所の変化
✓ 近年、病院から自宅および施設看取りに移行しつつあったが、コロナ禍に入り、特に自宅看取りの割合

が顕著に伸長している
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【参考】コロナ禍における看取り患者の死因の変化｜実数
✓ 看取り場所別での死因（実数）は、病院でがんが減少、自宅でがん・認知症を含む老衰、老人ホームで

認知症を含む老衰が増加傾向にあったが、コロナ禍に入り病院、自宅で特にその傾向が高まった。
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【参考】コロナ禍における看取り患者の死因の変化｜割合
✓ 看取り場所別での死因（割合）は、コロナ禍に入り、病院・老人ホームでがんが減少、自宅および老人

ホームで認知症を含む老衰する傾向がみられた。
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【参考】コロナ禍における死因別の看取り場所の変化｜実数
✓ 死因の上位3疾患における看取り数をみると、看取り場所によらず増加傾向がみられるが、病院における

がんの看取り数のみ顕著に減少している
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